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産経ヒューマンラーニング株式会社とは

「産経オンライン英会話」を運営

5,980円/月 で、1回25分のフィリピン人講師との

マンツーマン英会話レッスンが毎日受講できるサービス
https://learning.sankei.co.jp/

株式会社産経デジタル（メディア）、トランスコスモス株式会社（IT）、ヒューマンホールディングス株式
会社（教育）

3社の合弁事業として、2012年に設立・サービス開始Copyright (C) 2019 Sankei Human Learning Co.,Ltd.



産経ヒューマンラーニング株式会社とは

設立当初は、個人向けのサービス提供

翌2013年 企業向けサービス開始
（企業の人事研修・自己啓発プログラムとしての活用）

2014年
学校・教育機関向けサービス開始
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フィリピン人講師
（おもに在宅）

上田高校
城東高校

モニター生徒

ZOOM通話で
レッスン受講

東京外国語大学
望月圭子研究室

ZOOMでモニタリング・録音

産経ヒューマンラーニング

講師への事前トレーニング、
トラブル発生時の対応

Copyright (C) 2019 Sankei Human Learning Co.,Ltd.

長野県上田高等学校・徳島県立城東高等学校との

オンライン英会話 接続スキーム
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学校・教育機関向けレッスンの導入スタイル

校内学習型 自宅学習型

クラス・部活動・補習・有志 などの単位で、

生徒が一つの教室に集まり、

一斉にマンツーマンオンライン英会話レッスンを受講す
る形式。

学校管理下で半ば強制的にレッスンを受講させることが
でき、生徒の管理がしやすい反面、事前の設備投資（回
線・機材）が必要になる。

生徒が自宅の端末で、

個人の都合に合わせて予約し、受講する形式。

（年間で何回、長期休暇中に何回、といった形式で受講
権を付与）

生徒が自分の都合や、レベル・学びたい内容に合わせて
レッスンを受講することができ自由度が高いが、自学自
習の習慣に乏しい生徒はなかなか受講が進まない。
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学校・教育機関向けレッスンの提供方法

コールセンター型 自宅型

講師はオフィスに出勤し、レッスンを提供。

[メリット]

・インフラ事情（インターネット・電力）による
レッスン不具合が最小限に抑えられる。

・レッスン品質、講師オペレーションが管理しやすい。
→校内学習型向き

[デメリット]

・オフィス経費の他、待機中の人件費がかかるため、
1レッスンあたりの単価が比較的高くなってしまう。

・深夜・早朝時間帯の対応不可。

講師の自宅からレッスンを提供。

[メリット]

・レッスン提供数に応じて人件費が発生するため、

1レッスンあたりの単価が抑えられる。

・深夜・早朝時間帯の対応が可能。

→自宅学習型向きだが、コスト削減を目的に一部校内学
習にも

[デメリット]

・インフラ事情によるレッスン不具合のリスク。

・レッスン品質、講師オペレーションの平準化に課題。
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学校・教育機関向けレッスンの提供ツール

専用システ
ム

自宅学習型

インターネットブラウザ（Google Chrome）で利用。

同じ時間帯、内容のレッスンを一括予約・管理できる。

テキストが画面に表示され、生徒の気が散りにくい。

講師と個人情報のやり取りが発生しない。

（MANACトーク）

校内学習型

V-CUBE

原則、専用アプリで利用。

企業向けにビデオ会議ツールとして
作られたシステムで、安定している。

講師と個人情報のやり取りが発生し
ない。

Skype

※弊社グループ会社が開発

専用アプリで利用。

歴史のあるビデオ通話アプリ。低帯
域の環境にも比較的対応できるのが
強み。

産経オンライン英会話の一般受講生
はこちらを利用。

ただし、講師と連絡先の交換が発生
し、レッスン外の時間に連絡を取る
ことが可能となるため、学校レッス
ンでは避けたいという要望が多い。



使用機器

パソコン・タブレット・スマートフォン

周辺機器

ヘッドセット・Webカメラ

使用ソフト

OS、ブラウザの種類・バージョン

ネットワーク

インターネット回線容量・ルータ・接続方法[有線or無線]

セキュリティ

ファイヤーウォール・フィルタリングソフト・プロキシ

情報科との連携が不可欠
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課題：学校側のインフラ
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使用教材

中学校 学校教科書準拠テキスト

中学校で習う文法項目を使って

外国人講師と会話の練習をしよう、と
いう

コンセプトで設計されたオリジナルテ
キスト。

中1～中3 各学年25レッスン
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使用教材

日常英会話テキスト

初級/初中級/中級/中上級 のレベル別に

作成された、産経オンライン英会話の基
本教材。

初級 100レッスン

初中級 100レッスン

中級 100レッスン

中上級 75レッスン
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使用教材

英検二次対策テキスト

英検 準1級～3級で実施される二次試験、

4級、5級で実施されるスピーキングテス
トの

模擬問題を講師と実践。

※参考

東京都内で、入試に英検の取得級によって

優遇措置がある大学 →77校

（弊社営業部調べ）
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使用教材

大学入試外部検定試験対応テキスト

事前に英作文を行い、英作文に基づき外
国人講師と対話することによって、どの
英語能力試験にも対応できる本質的なラ
イティング・スピーキング一体型発信実
力を養成することを狙いとして作成され
たテキスト。★上田高校・城東高校で使用中

Standard 12レッスン

（今後Advancedも制作予定）
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（特に初学者向けの）

オンライン英会話教材に必要な要素

項目に番号を振るなど、学習者を迷子にさせない仕
組み

指示は日/英で明示
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私立中学校・高等学校での

オンライン英会話 実施時間数

授業進度に合わせた教材
ニュース

英検二次対策

授業進度に合わせた教材

英検二次対策
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オンライン英会話 実施しての効果

半年で
25点の差

1年で
38点の差

1年半で
74点の差

東京都内の高校。2016年度高1生24名を対象に、2017年度にかけて、
放課後に希望者を集めてオンライン英会話レッスンを実施。

（後期のみ12回 ×2年間＝24回）受講者群（A）と非受講者群（B）のGTECスコア比較。



私立中学校・高等学校でのオンライン英会話活用はますます拡大

2020年度の大学入試制度改革をにらみ、生徒に英語スピーキングの練習を積ませ、進学
実績につなげたいという中学校・高等学校側のニーズに合致。

また、受験生の安全志向が強まる中、推薦・AO入試に活用できる英検の二次試験（面
接）対策を、外国人講師を相手に行える、ということも好評を得ている。

優秀な講師人材の確保が急務/ AI活用も

現在は時差や人件費の関係から、フィリピン人材を活用。

コールセンター型で活用できるのは都市部の人材に限られるが、フィリピン現地のインフ
ラ水準も向上傾向にあるため、今後は地方在住の在宅ワーカーも積極的に活用していきた
い。また、英語を公用語とするアフリカ諸国の人材にも関心が集まりつつある。

また講師不足を補うものとして、AIを活用した自習ツールの開発も進められている。まず
はAIと練習し、次に人間の講師と練習したうえで、本番（実践の場）を迎える、という流
れに向かっている。

効果検証や有効活用については課題

オンライン英会話の利用は増加している一方で、体系立った効果検証や、より効果的な活
用方法の研究についてはほとんど行われていない。今後、産学協働で進めていく必要があ
る。
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オンライン英会話の今後


